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今年も早いもので残すところあと半月です。保護者、地域の皆様には日頃から御支援いただき、

子どもたちは様々な体験をすることで、生きた学びへとつなげています。本物に触れること、専門

の方から直接話を聞くこと、学校だけではできない学びが展開されています。 

また、登下校においても、子どもたちの安全を守るために、多くの地域の皆様に御配慮いただい

ております。地域に支えられ、子どもたちは自分たちの力を伸ばすことができています。本当にあ

りがとうございます。引き続き、御支援・御協力をお願いします。 

～最高の思い出 修学旅行～ 
11月 27日、28日は６年生修学旅行でした。しおりの表紙には、「文

化を知り、将来に役立て、思い出に残る修学旅行」とスローガンが載っ

ていました。目的は、①責任感や判断力、実践力を養う。②見学するこ

とで視野を広げる。③マナー、規範意識を学び、実践する心を養う。④

協力することの大切さを学ぶ。⑤ふるさとへの誇りをもつ。以上、５つのことがありました。学校

行事は日頃の授業と同じです。今回は６年生の良さが光りました。１日目の集合から、各所での見

学後の集合でも時間に遅れることなく、班や周りの仲間を気遣う優しさが見られました。目的地や

活動内容について、事前に継続して学んだ成果が見られました。この思い出を胸に「感謝と旅立ち」

に向けて一歩ふみだしましょう。 

～探究的な学び 防災の日～ 
12月８日は「防災の日」として、全校で１日防災学習を行いました。

保護者の皆様にも参加していただきました。始めに職員による通報訓

練を行いました。中東遠消防指令センターに 119 番通報をし、先方の

質問に答える形で訓練を受けました。次に、全校での火災避難訓練を行い、子どもたちには「火」

「炎」「災」の字から災害の大きさを連想し、火気の取り扱いについての意識を伝えました。その

後は、静岡県西部地域局危機管理課、掛川市中央消防署西分署、市役所危機管理課、防災関係社の

方々に御指導いただき、火災や地震、防災について知る機会となりました。 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

訓練 

内容 

火災避難訓練(全校) 

火災時の煙避難訓練 水消火器訓練 救助袋訓練 

危険予知トレーニング ジュニア防災士養成講座 

起震車体験(１～４年：震度６、５・６年：震度７) 

訓練当日の夜 23時 15分に青森県東方沖を震源とする地震が起こりました。最大震度６強で、激

しい揺れによる建物等の損壊、火災、津波が発生しました。被害に遭われた方々に、お見舞い申し

上げます。子どもたちには、今後さらに防災意識を高めてもらいたいと思います。 

 

和田岡小だより 
学校教育目標 「創造・自律・尊重」（桜が丘学園共通） 

重 点 目 標 「一歩ふみだす子」 

 

掛川市立和田岡小学校 

令和７年度 12 月号 

令和７年 12 月 12 日 

○ 冬休みの学校閉庁期間（12月 29日～１月３日）における緊急時の連絡先です。 

児童生徒に関わること・・・掛川市教育委員会学校教育課（電話：21-1156）  

施設設備に関わること・・・掛川市教育委員会教育政策課（電話：21-1155） 



日 曜

12 金

15 月

18 木

19 金

23 火

年末交通安全運動～31日

スクールカウンセラー来校日

冬休みを迎える会

移動図書館

健康の日

【１２月の予定】 【１月の予定】
予　　　　　　　　定 　

  ７日（水）特別日課４時間（給食なし）
　　　　　　 第５ステージ式
　８日（木）特別日課４時間（給食なし）
　９日（金）特別日課４時間（給食なし）
　　　　　　 定着度調査
　　　　　　  PTA役員選考会
１３日（火）委員会　発育測定
　　　　　　 和田岡っ子アンケート
１４日（水）すくすくの会読み聞かせ
１６日（金）健康の日　通学区会
２２日（木）ひまわり集会
２３日（金）スクールカウンセラー来校日
　　　　　　 新１年生入学説明会
２８日（水）学校運営協議会
２９日（木）移動図書館
３０日（金）スクールソーシャルワーカー来校日

　冬休み１２月２４日（水）～１月６日（火）

１２月５日（金）学習発表会 生活科・和田岡探究タイムでの学びを発表しまし

ようこそ あきランドへ！（１ うごくおもちゃやさん（２年） れんこんのひみつを探ろう（３年）

お茶の魅力を伝えよう（４年） 未来の和田岡を考えよう（６年）

１２月８日（月）和田岡小防災の日 １日を通して、防災について学びまし

米米大作戦（５年）

２時間目 火災対応避難訓練 ３時間目 体験活動①

「eじゃんかけがわ和田岡小」

４時間目 探究活動①
５・６時間目 体験活動②起震車体験

水消火器訓練(3・4年) 救助袋訓練(5・6年)煙訓練（1・2年）

ジュニア防災士養成講座(4～6年)

危険予知トレーニング

（１～３年）

様々な場面から、身近にひそ む危

険を探しだし、防ぐ方法に ついて話

し合いました

火は管理をすればよい

ものだけれど、管理を

しないと災害につなが

ります！


